
涙をふいて
歌:河瀬あい　作曲:土井祥弘　作詞・編曲 ASORA

初めての恋の終わり　迎えた夜　もう二度と夜明けなんて　こないと思った
どんな慰めの声も　響かなくて　溢れる涙に埋もれ　塞ぎこんだ

無理に連れ出されたカラオケ　馬鹿みたいに騒ぐ　友達の優しさに触れた
思わず笑ったわたしのこと　気付いた彼女が
良かったと泣きながらはしゃいだ

※ほら、涙ふいて　とびっきりのおしゃれをして
　　街に繰り出せば　新しい未来が始まる
　　胸の傷痕は　まだ痛むけれど　時は止まらずに流れるから　

桜咲く季節がきて　向かう世界　まだ癒え切らず残る　別れの余韻
芽生えた夢の欠片が　育ってゆく やがてその傷をふわり　包みこむわ

そして始まる恋の行方　時に泣いて時に笑い　思い出重ねてゆく
眠れぬ夜開いたアルバム　あれほど苦しかった
記憶も愛おしく見えた

ほら、涙ふいて　とびっきりのおしゃれをして
街に繰り出せば　新しい未来が始まる
別れの辛さは　ひどく重いけど　それでも人はまた恋をする…

もしも　あなたの大事な誰かが　涙、涙に暮れるほどに落ち込んでいたら
そっと寄り添い　冷えたハートをくるんで温めて　
きっと想いは伝わり　微笑むから…！

※Repeat

さぁ、涙ふいて　とびっきりの笑顔見せて
街に繰り出そう　新しい未来が始まる
手を伸ばせばすぐ　届きそうな距離に　いつも幸せは待っているよ


